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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結
累計期間

第65期
第３四半期連結
会計期間

第66期
第３四半期連結
会計期間

第65期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 5,695,146 6,186,0071,808,3432,246,4669,428,025

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
79,253 122,529△25,079 65,747 477,007

四半期(当期)純利益又は四半期純

損失(△)（千円）
△35,321 61,849 △23,503 29,673 266,423

純資産額（千円） － － 6,721,0106,896,2216,948,393

総資産額（千円） － － 11,521,63910,897,64811,612,707

１株当たり純資産額（円） － － 853.61 895.73 883.89　

１株当たり四半期(当期)純利益又

は四半期純損失金額(△)（円）
△4.55 8.10 △3.04 3.93 34.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 57.1 61.9 58.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△367,913 316,017 － － △932,085

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
51,847  490,539 － － △78,133

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△172,283△278,500 － － △210,514

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,412,278  1,207,950679,894

従業員数（人） － － 134 138 132

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

　名称 住所
資本金

(千タイバーツ)　

　主要な事業の

　　　内容

議決権の所有割合

又は被所有割合　

　　 　(%)

  　関係内容

　(連結子会社)

　Mutual(Thailand)

　Co.,Ltd.

Samutprakarn,

Thailand
        10,000　産業用機械事業

　      99.998

       [ 0.002]　

当社グループ製品

の製造、販売

役員の兼任1名　

　(注) １. 主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

　　　 ２. 議決権所有割合の[　]内は、緊密な者の所有割合で外数となっております。

　　 　　

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 138  (20)

　（注）   従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数（嘱託社員、パートタイマーを含んでおります。）は（　）内に当第

３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 

（２）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 117　(17) 

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除いております。）であり、臨時雇用者数（嘱託社員、パート

タイマーを含んでおります。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

 

（１）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　
事業の種類

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比　(％)　

　
生産高　(千円)　

産業用機械事業 1,294,581 (58.5)

（一連ライン） (291,536) (19.4)

（製剤機） (186,295) (512.7)

（充填機） (143,040) (96.5)

（検査装置） (200,724) (175.1)

（包装機） (123,297) (73.4)

（部品） (188,704) (2,918.4)

（改造・調整・修理） (160,983) (68.2)

工業用ダイヤモンド事業 60,666 82.3

その他事業 7,690 60.4

合計 1,362,938 59.3

　（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（２）受注状況

　当第３四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類 受注高（千円） 前年同四半期比(％) 受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

産業用機械事業 1,666,647 59.9 4,135,380 61.8

（一連ライン）  　    　(482,500)　　　　　   (45.8) (1,032,500) (29.6)

（製剤機） (253,667) (70.7) (1,036,231) (177.9)

（充填機） (157,352) (155.7) (545,460) (173.9)

（検査装置） (25,101) (11.4) (164,270) (30.3)

（包装機） (226,589) (45.1) (461,210) (43.9)

（部品） (205,142) (175.7) (244,725) (117.9)

（改造・調整・修理） (316,295) (73.4) (650,984) (130.0)

工業用ダイヤモンド事業 81,600 83.3 － －

その他事業 17,294 63.2 161,529 121.7

合計 1,765,543 60.7 4,296,910 63.0

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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（３）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　
事業の種類

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日） 　前年同四半期比　(％)

販売高　(千円)

産業用機械事業

 
2,143,727 127.4

（一連ライン） (936,000) (103.5)

（製剤機） (191,068) (320.4)

（充填機） (131,792) (70.4)

（検査装置） (255,811) (1,029.6)

（包装機） (187,819) (435.2)

（部品） (220,285) (129.1)

（改造・調整・修理） (220,951) (75.6)

工業用ダイヤモンド事業 82,691 86.2

その他事業 20,046 66.7

合計 2,246,466 124.2

 

　（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

小野薬品工業株式会社 11,576 0.6 789,248 35.1

ニプロパッチ株式会社 586,307 32.4 10,850 0.5

株式会社大塚製薬工場 281,327 15.6 11,519 0.5

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２【事業等のリスク】

   当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断したも

のであります。

 

　　（１）経営成績

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、内外の在庫調整の進展及び海外経済の改善を背景とした輸出、

生産の増加等から緩やかな回復を続けております。一方、企業収益は輸出の回復やコスト削減効果などから減少に歯

止めがかかりつつあり、設備投資についても企業収益の持ち直しを受けて下げ止まりの兆しも見られるようになった

ものの、依然として低水準に止まっております。また、個人消費につきましては、政策の効果によって持ち直しの動

きはあるものの、失業率は依然高水準にあり、雇用・所得面では引き続き厳しい環境でありました。

  このような状況下、当社グループを取り巻く環境の厳しさは格段に増しており、受注実績が伸び悩む局面にありま

したが、当第３四半期連結会計期間では、前年同期比で増収増益となりました。

　当第３四半期連結会計期間の売上高は、2,246百万円(前年同期比24.2%増)となりました。利益面では、比較的利益率

の低い製剤機・包装機の売上が合計で378百万円と前年同期比276百万円増加したこと及び競争激化等により利益率

は低下したものの、売上高の増加により売上総利益は444百万円(同18.6%増)となりました。

　一方、販売費及び一般管理費は、大型展示会への出展による広告宣伝費の増加やサービス費の増加等の要因により、

394百万円(同11.1%増)となり、営業利益は49百万円(同153.3%増)、投資有価証券評価損が前年同期比65百万円減少し

たこと等により経常利益は65百万円(前年同期は25百万円の損失)、四半期純利益は29百万円(前年同期は23百万円の

損失)となりました。

　各事業別の概況は以下のとおりであります。

 ①産業用機械事業

  当第３四半期連結会計期間における産業用機械事業は、事業売上全体では2,143百万円となりました。このうち一

連ラインが売上高936百万円 、検査装置が255百万円、部品が220百万円、製剤機が191百万円、包装機が187百万円と好

調に推移いたしまして、全体としては前年同期比で27.4%の増加となっております。

②工業用ダイヤモンド事業

　工業用ダイヤモンド事業は、主として自動車関連業界向け売上の減速が続いており、売上高82百万円(前年同期比

13.8%減)となりました。主な内訳では、人造ダイヤ56百万円、原石19百万円、パウダー6百万円となっております。

③その他事業

　その他事業は、主に坐薬用包装資材の売上で20百万円(前年同期は30百万円)でありました。   

（２）財政状態

　   当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比715百万円減少し、10,897百万円となりました。

   これは、現金及び預金が521百万円、前渡金が234百万円等増加したものの、受取手形及び売掛金が738百万、長期

   預金が401百万円、たな卸資産が220百万円、投資有価証券が54百万円等減少したことによるものであります。

   また、負債につきましては、主として前受金が406百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が817百万円、未

   払法人税等が159百万円等減少したことにより前連結会計年度末比662百万円減少し、4,001百万円となりました。

   純資産合計額は、前連結会計年度末比52百万円減少し、6,896百万円となりました。これは、有価証券評価差額金

   が158百万円増加したものの、配当金の支払い等により利益剰余金が130百万円減少したこと及び自己株式の増加

   81百万円等によって減少したものであります。　

（３）キャッシュ・フロー

　     当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期連結会計期間末比771

      百万円減少し、1,207百万円となりました。主な要因は、以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果、使用した資金は、882百万円(前年同期比79.5%増)となりました。

これは、たな卸資産の減少、税金等調整前四半期純利益の増加等により増加したものの、売上債権の増加、仕入債務の

減少、前受金の減少、前渡金の増加等により減少したものであります。

　　②投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　投資活動の結果、取得した資金は、101百万円(前年同期比63.6%減)となりました。

    これは、投資有価証券の償還による収入等により増加したものであります。　　　

　　③財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　財務活動の結果、取得した資金は、9百万円(前年同期比は16百万円の使用)となりました。

    これは、主として自社株式の取得により減少したものの、短期借入金の増加により増加したものであります。 
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　　 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更又は新たに発生

　　　した問題等はありません。

 

　 　（５）研究開発活動

　　　　当第３四半期連結会計期間において研究開発活動についての重要な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社ミューチュアル(E02959)

四半期報告書

 7/29



第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

（２）設備の新設、除却等の計画

　該当するものはありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,320,320 8,320,320
株式会社ジャスダック

証券取引所

単元株式数

    100株

計 8,320,320 8,320,320 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

 発行済株式
 総数残高  
    (株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

 資本準備金
 増減額
 （千円）

資本準備金
残高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 8,320,320 － 669,700 － 695,975

 

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　　　 当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況につきましては、実質株主が把握できず、記載することができま

　 　せんので、直前の基準日である平成21年９月30日現在で記載しております。

　     ①【発行済株式】 （平成21年９月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    764,800 － －　　

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,535,10075,351 －

単元未満株式 普通株式     20,420 － －

発行済株式総数 8,320,320 － －

総株主の議決権 － 75,351 －

    

 

　    ②【自己株式等】 （平成21年９月30日現在）

 所有者の氏名
 又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ミューチュアル
大阪市北区西天満

１丁目２－５
764,800 － 764,800 9.19

計 － 764,800 － 764,800 9.19
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 491 470 480 570 550 535 485 472 498

最低（円） 407 407 431 468 510 467 454 450 457

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

    なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツ

となっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,485,250 963,794

受取手形及び売掛金 ※2
 3,736,465 4,475,288

有価証券 386,960 306,248

商品及び製品 60,230 69,575

仕掛品 1,118,379 1,324,846

原材料 51,280 56,214

前渡金 629,956 395,856

繰延税金資産 108,301 144,037

その他 168,922 178,939

貸倒引当金 △693 △1,300

流動資産合計 7,745,053 7,913,499

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 337,775

※
 274,130

土地 380,723 380,723

その他（純額） ※1
 46,758

※
 103,049

有形固定資産合計 765,256 757,902

無形固定資産 19,023 19,188

投資その他の資産

投資有価証券 1,465,654 1,519,901

長期貸付金 47,744 51,058

繰延税金資産 269,240 362,664

長期預金 200,000 601,500

その他 386,586 387,912

貸倒引当金 △910 △919

投資その他の資産合計 2,368,315 2,922,115

固定資産合計 3,152,595 3,699,207

資産合計 10,897,648 11,612,707
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,106,389 2,924,131

短期借入金 93,500 95,000

未払法人税等 1,394 161,338

前受金 617,386 210,643

賞与引当金 53,684 96,398

その他 181,515 199,059

流動負債合計 3,053,869 3,686,571

固定負債

退職給付引当金 331,964 359,297

役員退職慰労引当金 59,729 56,149

長期未払金 536,567 536,567

負ののれん 19,295 25,727

固定負債合計 947,557 977,742

負債合計 4,001,427 4,664,314

純資産の部

株主資本

資本金 669,700 669,700

資本剰余金 695,975 695,975

利益剰余金 5,742,914 5,873,388

自己株式 △472,722 △391,137

株主資本合計 6,635,867 6,847,926

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 104,034 △54,062

繰延ヘッジ損益 4,957 5,726

評価・換算差額等合計 108,991 △48,336

少数株主持分 151,361 148,802

純資産合計 6,896,221 6,948,393

負債純資産合計 10,897,648 11,612,707
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 ※2
 5,695,146 6,186,007

売上原価 4,501,601 4,917,727

売上総利益 1,193,545 1,268,279

販売費及び一般管理費 ※1
 1,103,951

※
 1,172,548

営業利益 89,594 95,730

営業外収益

受取利息 32,822 27,745

受取配当金 20,060 20,792

負ののれん償却額 6,431 6,431

為替差益 9,416 1,631

その他 4,146 4,437

営業外収益合計 72,877 61,038

営業外費用

支払利息 1,022 684

投資有価証券評価損 78,689 32,802

その他 3,506 752

営業外費用合計 83,218 34,239

経常利益 79,253 122,529

特別利益

賞与引当金戻入額 － 4,434

役員賞与引当金取崩額 12,000 －

その他 － 615

特別利益合計 12,000 5,049

特別損失

固定資産除却損 － 2,883

退職給付制度改定損 68,522 －

会員権評価損 － 3,250

その他 323 －

特別損失合計 68,846 6,133

税金等調整前四半期純利益 22,407 121,446

法人税、住民税及び事業税 46,418 17,188

法人税等調整額 7,414 40,717

少数株主利益 3,895 1,690

四半期純利益又は四半期純損失（△） △35,321 61,849
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 1,808,343 2,246,466

売上原価 1,433,329 1,801,673

売上総利益 375,013 444,792

販売費及び一般管理費 ※
 355,294

※
 394,846

営業利益 19,719 49,946

営業外収益

受取利息 10,703 8,278

受取配当金 7,691 8,041

負ののれん償却額 2,143 2,143

為替差益 6,723 1,398

その他 573 820

営業外収益合計 27,835 20,682

営業外費用

支払利息 405 149

投資有価証券評価損 70,181 4,603

その他 2,048 129

営業外費用合計 72,635 4,881

経常利益又は経常損失（△） △25,079 65,747

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 261

特別利益合計 － 261

特別損失

固定資産除却損 218 218

会員権評価損 － 3,250

特別損失合計 218 3,468

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△25,298 62,539

法人税、住民税及び事業税 1,488 6,729

法人税等調整額 1,195 25,980

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,478 156

四半期純利益又は四半期純損失（△） △23,503 29,673
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 22,407 121,446

減価償却費 33,143 37,456

負ののれん償却額 △6,431 △6,431

貸倒引当金の増減額（△は減少） △750 △615

賞与引当金の増減額（△は減少） △47,354 △42,713

退職給付引当金の増減額（△は減少） 43,938 △27,333

受取利息及び受取配当金 △52,883 △48,538

支払利息 1,022 684

売上債権の増減額（△は増加） 629,141 738,823

未収入金の増減額（△は増加） － 110,917

前受金の増減額（△は減少） △17,492 406,743

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,350,023 220,744

仕入債務の増減額（△は減少） 354,831 △817,741

前渡金の増減額（△は増加） 120,023 △234,100

その他 △51,894 86,643

小計 △322,322 545,983

利息及び配当金の受取額 51,089 46,791

利息の支払額 △1,424 △684

法人税等の支払額 △95,256 △276,072

営業活動によるキャッシュ・フロー △367,913 316,017

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △81,800 △181,800

定期預金の払戻による収入 89,900 589,900

有価証券の償還による収入 143,501 102,315

有形固定資産の取得による支出 △62,577 △111,289

有形固定資産の売却による収入 17,116 －

投資有価証券の取得による支出 △235,649 △47,375

投資有価証券の償還による収入 200,000 100,000

その他 △18,641 38,789

投資活動によるキャッシュ・フロー 51,847 490,539

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 21,000 △1,500

自己株式の取得による支出 △34,401 △82,014

配当金の支払額 △153,532 △192,145

少数株主への配当金の支払額 △5,350 △2,850

その他 － 9

財務活動によるキャッシュ・フロー △172,283 △278,500

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △488,349 528,056

現金及び現金同等物の期首残高 1,900,627 679,894

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,412,278

※
 1,207,950
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　  

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

 連結の範囲に関する事項の変更　　

 　

(1)連結の範囲の変更

 　第３四半期連結会計期間より、Mutual(Thailand)Co.,Ltd.を新たに設立

 したため連結の範囲に含めております。

　

 (2)変更後の連結子会社の数

    ４社　

　

　　【表示方法の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

 (四半期連結損益計算書)

　

　

　

　

　

 (四半期連結キャッシュ・フロー計算書)

  前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示

しておりました「固定資産除却損」は、特別損失総額の100分の20を超えたた

め、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することといたしました。なお、

前第３四半期連結累計期間の、特別損失の「その他」に含まれる「固定資産

除却損」は、323千円であります。

　　

　前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含めて表示しておりました「未収入金の増減額(△は

増加)」は重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記する

ことといたしました。なお、前第３四半期連結累計期間の、「営業活動による

キャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「未収入金の増減額(△は増

加)」は、14,116千円であります。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　固定資産の減価償却費の算定方法　 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費につい

ては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　    当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ミューチュアル(E02959)

四半期報告書

18/29



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※1 有形固定資産の減価償却累計額 738,731千円

※2 四半期期末日満期手形

　  四半期期末日満期手形の会計処理については、当第３

　　四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

　　満期日に決済が行われたものとして処理しておりま　

　　す。

　　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額は次の

　　とおりであります。

　　　　　受取手形　121,318千円

※  有形固定資産の減価償却累計額 708,486千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※1 販売費及び一般管理費の主なもの　 ※  販売費及び一般管理費の主なもの　

給与手当等 313,370千円

退職給付費用 16,764千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,580千円

賞与引当金繰入額 22,742千円

役員賞与引当金繰入額 2,550千円

給与手当等 367,487千円

退職給付費用 8,616千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,734千円

賞与引当金繰入額 27,472千円

　     

※2 当社グループの売上高は、主としてユーザーの年度設

備計画に連動するため、検収時期が決算期末に集中す

る傾向があります。

　

        　      

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※  販売費及び一般管理費の主なもの　 ※  販売費及び一般管理費の主なもの　

給与手当等 105,067千円

退職給付費用 2,342千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,193千円

賞与引当金繰入額 22,742千円

役員賞与引当金繰入額 850千円

給与手当等 107,178千円

退職給付費用 3,705千円

役員退職慰労引当金繰入額 911千円

賞与引当金繰入額 27,472千円

　     

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,689,578千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △277,300千円

現金及び現金同等物 1,412,278千円

現金及び預金   1,485,250千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △277,300千円

現金及び現金同等物 1,207,950千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　8,320千株

 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　790千株

 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

 

４．配当に関する事項

　　　　　（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 192,320 25.0平成21年３月31日平成21年６月29日　利益剰余金

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

　　期間末日後となるもの

　            　該当事項はありません。

 

 

　      ５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
産業用機械
事業
（千円）

工業用ダイヤ
モンド事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

（１）外部顧客に対する売上高 1,682,37695,910 30,0561,808,343 － 1,808,343

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 1,682,37695,910 30,0561,808,343 － 1,808,343

営業利益 122,67712,213 6,415 141,307(121,587)19,719

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
産業用機械
事業
（千円）

工業用ダイヤ
モンド事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

（１）外部顧客に対する売上高 2,143,72782,691 20,0462,246,466 － 2,246,466

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 2,143,72782,691 20,0462,246,466 － 2,246,466

営業利益 182,252 9,542 3,851 195,646(145,700)49,946
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　        前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
産業用機械
事業
（千円）

工業用ダイヤ
モンド事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

（１）外部顧客に対する売上高 5,284,110331,07879,9575,695,146 － 5,695,146

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 5,284,110331,07879,9575,695,146 － 5,695,146

営業利益 396,15538,054 13,893448,103(358,509)89,594

　        当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
産業用機械
事業
（千円）

工業用ダイヤ
モンド事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

（１）外部顧客に対する売上高 5,930,685188,73666,5856,186,007 －  6,186,007

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 5,930,685188,73666,5856,186,007 － 6,186,007

営業利益 510,18810,930 12,038533,157(437,426)95,730

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によるものであります。 　　 

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

産業用機械事業 製剤機、充填機、包装機、検査装置等

工業用ダイヤモンド事

業
人造ダイヤ、原石、パウダー等

その他事業 坐薬用包装資材等

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記

載をしておりません。　

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。　
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）　

 北米 アジア 欧州 計

Ⅰ　海外売上高（千円） － 31,400 － 31,400

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 1,808,343

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
－ 1.7 － 1.7

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）　

 北米 アジア 欧州 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,800 27,921 185 30,906

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 2,246,466

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
0.1 1.2 0.0 1.4

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）　

 北米 アジア 欧州 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 105 169,734 1,167 171,006

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 5,695,146

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
0.0 3.0 0.0 3.0

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）　

 北米 アジア 欧州 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 3,199 112,680 2,214 118,095

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 6,186,007

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占め

る割合（％）
0.1 1.8 0.0 1.9

　（注）１．国または地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北　米…………米国、カナダ、プエルトリコ

(2）アジア…………香港、中国、韓国、台湾、中近東・ASEAN諸国

(3）欧　州…………EU諸国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

 

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

 

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。

 

 

 

（企業結合等関係）

　　　　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 895.73円 １株当たり純資産額 883.89円

２．１株当たり四半期純利益金額または純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 4.55円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

１株当たり四半期純利益金額     8.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ 

  ん。　

２．１株当たり四半期純利益金額または純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　項　　目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益または純損失(△)（千円） △35,321  61,849

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益または純損失(△)　

（千円）
△35,321   61,849

期中平均株式数（千株） 7,764 7,634

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 3.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

１株当たり四半期純利益金額 3.93円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
－ 円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ 

  ん。　

２．１株当たり四半期純利益金額または純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　項　　目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益または純損失(△)（千円） △23,503   29,673

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益または純損失(△)　

（千円）
△23,503 29,673

期中平均株式数（千株） 7,742 7,547
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（重要な後発事象）

　      該当事項はありません。

　     

 

（リース取引関係）

  当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

  リース取引の四半期連結会計期間末における取引残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月10日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 土田　秋雄　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミューチュ

アルの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　 報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社ミューチュアル(E02959)

四半期報告書

28/29



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月９日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 土田　秋雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミューチュ

アルの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　 報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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